
『笑うバグ』の世界 
                                        

大畑眞壽美 

 

 

今回から、大畑眞壽美さんに詩集の感想を毎回掲載いただくことにした。 

大畑さんは 2021年度、京都の詩の講座にすい星のごとく現れた新人。ステキな詩を書く。 

図書館に日々通って、ありとあらゆる本を読破する読書家である。この新次元では 

詩集に限定して感想を少しずつご披露いただく。（編集部） 

 

 

四元康祐氏の詩集です。 

 

     
『笑うバグ』初版 花神社 1991       現代詩文庫 179 所収 

 

思潮社から 2005年 7月刊行。現代詩文庫 179 詩集〈笑うバグ〉全編、 

詩集〈世界中年会議〉から、詩集〈噤みの午後〉から、詩集〈ゴールデンアワー〉からそれぞれ数篇

収録。さらにエッセイと栩木伸明氏による作品論、谷川俊太郎氏他の詩人論で構成された一冊。 

細かい文字で埋まったこの詩集。戸惑う。正直、後悔した。これまで手にした詩集はもっと薄く、小さ

く、美しく、写真や絵などがあったり、紙がもったいない位空白が多かったり。 

無意識にそういう詩集を選んでいたのかもしれないが。 

たくさんある詩集から偶然手にした一冊。せっかく手許にきたのだから読んでみた。 

 

四元康祐氏は 1959 年寝屋川市生まれ。82 年上智大学英文学科卒業。83 年結婚。86 年米国移

住。90 年ペンシルベニア大学にて経営学博士号取得。91 年詩集「笑うバグ」。94 年ドイツ移住。

2002年詩集「世界中年会議」山本健吉賞。2003年詩集「噤みの午後」2004年詩集「ゴールデンア



ワー」。裏表紙には眼鏡をかけた知的で温厚そうな中年男性の写真。 

 

「笑うバグ」は受付から始まって、エレベーターの使用法、投資回収率、秘書、労務管理、市場崩壊、

企業年金会計、シュレッダー、窓際、など企業会計の概説書かというラインナップ。 

こんな感じの詩、初めましてだ。意外に面白い！ 

 

窓際は厳しい。 

「どんなに小さな役割であれ引き受けた以上は精一杯果たさなければならない 

(略)私は外を見るひとなのである(略)私は私の任務を遂行する 

窓際に居りて背を陽に向ける者たち、己を恥じよ！」 

厳しい。 

 

シュレッダーにネクタイを挟まれた部長の引きつった顔も強烈だ。でも可笑しい。 

たぶんこの詩から詩集「笑うバグ」と名付けされたかと思う作品「電子の虫かご」 

(バグは虫という意味の英単語。ソフトウェアが正常に動作しなくなることをバグるというらしい。) 

 

一部引用する 

 

窓から差し込む透明な朝陽のなかで 

白衣の主任研究員はゆっくりとかぶりを降っている 

空っぽなのだ 

一匹残らず逃げ出したのだ 

(略) 

もしも生き物のようにそいつが動いて、生き物のように増殖して、しかも生き物のように進化するなら 

そいつはやっぱり生き物に他ならないだろう 

そう考えて約一千種類の異なる攻撃プログラムを互いに闘わせながら適者生存のシミュレーション

を開始したのだ 

一体どこへ消えたのだろう 

(略) 

主任研究員は慌てて画面からサイン･オフした 

 

と終わっている。 

本当に恐ろしい！ 

 

あとがきで四元氏は 

日本語だけは自分と分かちがたく結びついている、と云うよりも自分そのものが日本語で出来てい



ると、この国で暮らし初めて強く感じるようになったのです。だから、何よりもまず日本語への渇望を

満たすために、自分は詩を書き始めたのだと思います。と述べている。こうして生まれた作品群な

のだ。 

 

 


